
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

(1)

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

・松江高看の受験対象者である准看護師数は平成１４年度をピークに減少し続けている。
・主な受験対象者である松江看専では、介護施設等から准看護師免許を取るために入学しているケーズ
が増加。

・准看学校を通じた進学の働きかけ。
・学校の魅力向上。
・高卒者の高学歴志向。

％

98.50

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

事　業　費（b）（千円） 298,683 312,864

単位

93.80

松江高等看護学院：看護師を養成するため、２年課程（定時制）で学ぶ准看護師に対して看護師免許を取得するために必要な教育を提供する。
石見高等看護学院：看護師を養成するため、３年課程（全日制）で学ぶ高卒者に対して看護師免許を取得するために必要な教育を提供する。

成果指標については、松江高等看護学院、石見高等看護学院併せて６6名中６5名の合格（合格率９8．5％）であり、目標は達成できなかったが、看護師国家試験の
合格率（全国）（90．0％）は上回った。

うち一般財源（千円） 270,557 286,461

２６年度実績 ２７年度計画

26年度 27年度
指標名 国家試験合格率

年度 23年度

95.20

目標値

①入学定員の充足率、②卒業した看護学生の県内就職率
①松江
　Ｈ２6：　３５．１％　→　Ｈ２７：　４８．６％
　石見
　Ｈ２６：　９０．０％　→　Ｈ２７：　８５．０％
②松江
　Ｈ２５：　７９．２％　→　Ｈ２６：　７０．８％
　石見
　Ｈ２５：　８７．５％　→　Ｈ２６：　８２．１％

・松江高看は入学者数は定員３７名中１８名と定員を大きく割り込んでいる。卒業者数は２５名と微減
した。国試合格率は９６．０％と全国平均を大きく上回っている。県内就職率は７０．８％と低下し
た。

目
的

（１）対象 看護学生

（２）意図 看護師免許を取得するために必要な知識や技能を身につける。

事務事業の名称 県立高等看護学院運営事業

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２7年度） 上位の施策名称

事務事業担当課長 医療政策課長　家本　賢

施策Ⅱ－３－３　医療従事者の養成・確保

電話番号 0852-22-6252

24年度 25年度

100.00 100.00100.00 100.00

国家試験合格者／卒業者×１００
実績値

達成率

100.00

％

％

実績値

23年度 24年度
指標名

0.00

年度

目標値

式・
定義 達成率

0.00

0.00 0.00

98.50

25年度

0.00

　
成
果
参
考
指
標

◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既
存の事業説明資料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいよう
に、「５．評価時点での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れ
となるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。

委託先の松江市医師会と連携して原因を分析し、対策を検討する。

事
業
概
要

95.2093.80

26年度 27年度

式・
定義

0.00

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）６.成果があったこと（改善されたこと）

単位

0.00


